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編集業務に関するお知らせ
﹁小児保健研究﹂等の原稿の投稿や編集に関するお問い合わせは下記にお願いします。
〒160–8306　東京都新宿区西新宿５丁目25番11号　㈱日本小児医事出版社内　﹁小児保健研究﹂編集部
ＴＥＬ：03–5388–6008（小児保健研究専用）ＦＡＸ：03–5388–5193　E︲mail：shounihoken@viola．ocn．ne．jp

小児保健研究もお陰様で第77巻を迎えました。本誌第
１号では論文７編を掲載し，子どもたちの健康を取り巻く
医療や保健の現状や課題について充実した内容となってい
ます。最近は健診データの利活用や保健事業に研究をタイ
アップさせた研究報告を多く目にしています。研究機関や
大学と地域社会との連携をはかることで子どもたちを皆で
見守り支えていくことが，今の社会においてより強く求め
られていることの現れかと思われます。本号でも健診に関
する報告を多く取り上げておりますので，皆様の今後の活
動の参考になれば幸いです。
論文投稿後に査読というプロセスがありますが，査読

者から細かい指摘を受けて投稿者は落ち込むこともあるか
と思います。一度掲載された論文は取り消しがききません。
インパクトのある研究結果はわかりやすい箇所だけ一人歩

きすることもあります。わたし自身も論文を書くときはい
つも気が引き締まる思いでいます。誤解のないように研究
や取り組みを記述し，社会に向けて研究成果を残していく
ことは実際には簡単なことではありません。一度突き返さ
れても，何度でもトライしてください。
今年の干支は戌。戌年は勤勉，努力の時期で知識を積

むには最適だと言われているそうです。今年も皆様からの
幅広い視点での研究報告を取り上げさせていただき，次の
新たな研究に向けて皆様の研究のヒントとして役立つ雑誌
でありたいと思います。
多様な視点でのたくさんの投稿をお待ちしております。
今年もどうぞ宜しくお願いいたします。

（佐藤ゆき）
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